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要約 

・ Cardiac Society of Australia and New Zealand (CSANZ) によるポジショ

ンステートメント。 

・ COVID-19 の感染拡大により、多くの心血管疾患患者が心臓リハ

ビリテーション（CR）を含む医療サービスを享受することが難しい状

況にある。 

・ そのため、心血管疾患再発予防に関するガイドラインを遵守するこ

とが難しい場合がある。 

・ 心血管疾患患者への効果的な二次予防戦略を適切に実施するこ

とがこれまでになく重要になってくる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 最も重要なポイントは、心血管患者は、疾患管理に向けた継続的

な支援を受けなければならないこと。 

・ e-ヘルス戦略や遠隔医療などの戦略を駆使して、心血管疾患患

者の2 次予防に向けた効果的な取り組みを検討する必要がある。 

・ これらの治療戦略の有効性と費用対効果を検証し、COVID-19の

パンデミックが収束後の継続可能性についても検討すべき。 


